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童謡賛歌⑭

「かごめ かごめ」

いい旅、二人旅　美術館のあるまち④

体験博物館千葉県立房総のむら
ふるさと食だより

生き生きネットワーク

「芝居の楽しみ伝えたい」

凛々しく愛らしい女剣士
遊湯
ゆうゆう

ハイキング⑭

大町公園と法典の湯

ちばのいちばん物語Vol.14

日本一の大きさ競う山車人形　国指定重要民俗文化財「佐原の山車行事」

日本初のコンベンション施設 東京ドームの約4.5倍の広さ「幕張メッセ」

オープンカレッジ

俳句／短歌 ●選者・名取 里美／秋葉四郎
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伊能歌舞伎保存会

ちばのいい話

高齢者に多い膝痛と腰痛 守屋 秀繁

病をふせぐ

2007年・秋冬号

童
謡
賛
歌
・
表
紙
の
歌
⑭

「
か
ご
め
か
ご
め
」

謎
に
つ
つ
ま
れ
た
わ
ら
べ
歌

表紙イラスト■野田市在住のイラストレーター・本橋 尚徳

さんが童謡「かごめかごめ」をイメージして描いたCG作品

です。本橋さんは野田出身の作曲家・山中直治の童謡の世

界をＣＧで表現し注目を集めています。2000年、絵本『よ

うこそ歌の童画館』（新科学出版社)発刊。2007年7月、千

葉県立関宿城博物館で、淡彩スケッチを楽しむ仲間ととも

に「スケッチ展 江戸川界隈を訪ねて」を開きました。
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おいしい時間⑭

母校に並ぶ美術品〈県立千葉高等学校美術館〉
待望の緑化フェア〈船橋市アンデルセン公園〉 ほか

われら生涯現役■佐々木　ふみ子さん

クウシンサイとエコのおいしい関係

フランス料理「シェ・ムラ」 「田舎鮨」

･･････････････････････････････22

海鮮の國「波奈本店」 手打ちそば・うどん「あをい」

生きがいのための情報誌

「
か
ご
め
か
ご
め
」
は
、「
花
い
ち
も
ん
め
」

や
「
ず
い
ず
い
ず
っ
こ
ろ
ば
し
」
な
ど
と
と
も
に
、

代
表
的
な
子
ど
も
の
遊
び
歌
で
す
。
し
ゃ
が
ん
だ

鬼
役
の
子
の
周
り
を
回
り
な
が
ら
歌
い
ま
す
。

こ
の
わ
ら
べ
歌
が
広
く
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
の
は
、
野
田
出
身

の
作
曲
家
、
山
中
直
治
（
１
９
０
６
〜
１
９
３
７
）

で
す
。『
日
本
童
謡
民
謡
曲
集
』（
昭
和
８
年
　
広

島
高
等
師
範
学
校
付
属
小
学
校
音
楽
研
究
部
編
）

制
作
の
た
め
の
募
集
に
応
じ
、
歌
詞
と
メ
ロ
デ
ィ

を
発
表
し
た
の
で
す
。
野
田
に
伝
わ
る
歌
と
し
て

は
「
か
ご
め
か
ご
め
」
の
ほ
か
に
「
螢
来
い
」
な

ど
15
曲
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
富
山
や

愛
知
に
伝
わ
る
「
か
ご
め
か
ご
め
」
も
収
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
わ
ら
べ
歌
は
さ
ま
ざ
ま
な
歌
詞
で
各

地
に
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
そ
の
後
、

『
わ
ら
べ
う
た
』（
昭
和
37
年
　
岩
波
書
店
）
や

『
日
本
の
詩
歌
・
別
巻
〜
日
本
歌
唱
集
』（
昭
和
43

年
　
中
央
公
論
社
）
な
ど
で
紹
介
さ
れ
た
の
は

”野
田
版
“
の
歌
詞
で
し
た
。
こ
う
し
て
野
田
地

篭か
ご

目
　
篭か

ご

目

か
ご
の
中
の
鳥
は

い
つ
い
つ
出
や
る

夜
明
け
の
晩
に

鶴
と
亀
と
す
べ
っ
た

後
ろ
の
正
面
誰だ

あ

れ（
山
中
　
直
治
　
採
譜
）



3

方
の
歌
と
し
て
広
く
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

歌
詞
の
解
釈
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ

り
ま
す
。「
か
ご
め
」
の
単
語
一
つ
を
と
っ
て
み

て
も
、
文
字
通
り
「
篭・
の
編
み
目・
」
と
す
る
説
や
、

「
屈か

が

め
」
の
野
田
地
方
の
方
言
で
あ
る
と
す
る
説

が
あ
り
ま
す
。
野
田
市
内
に
愛
宕

あ

た

ご

神
社
が
あ
り
ま

す
。
江
戸
時
代
末
期
に
建
て
ら
れ
た
本
殿
の
彫
刻

は
見
事
な
も
の
で
す
。
そ
の
中
に
尾
の
長
い
鶏
の

よ
う
な
鳥
が
見
ら
れ
、
篭
の
中
の
鳥
も
彫
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
歌
と
の
関
連
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
鶴

や
亀
は
何
か
を
た
と
え
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
ら

が
「
す
べ
っ
た
」（
地
方
に
よ
り
「
つ
う
べ
っ
た
」

「
つ
っ
ぱ
っ
た
」
な
ど
の
歌
詞
も
あ
る
）
と
は
ど

ん
な
意
味
な
の
か
。
謎
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

ま
た
民
俗
学
の
視
点
か
ら
は
、
か
ご
め
か
ご
め

の
遊
び
の
起
源
は
、
円
陣
の
中
に
い
る
子
ど
も
に

地
蔵
菩
薩
が
の
り
移
っ
て
語
り
出
す
と
い
う
、
い

わ
ゆ
る
”口
寄
せ
“
で
、
古
い
信
仰
か
ら
き
て
い

る
と
い
う
考
察
も
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
文
献

か
ら
も
、
こ
の
遊
び
が
か
な
り
古
く
か
ら
の
も
の

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
最
後
の

一
行
は
、
後
の
時
代
に
語
呂
合
わ
せ
の
よ
う
に
付

け
足
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
す
。

「
か
ご
め
か
ご
め
」
を
採
譜
し
た
当
時
の
山
中

は
、
野
田
尋
常
高
等
小
学
校
の
教
員
を
務
め
な
が

ら
、コ
ロ
ム
ビ
ア
の
専
属
作
曲
家
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
童
謡
を
精
力
的
に
作
り
な
が

ら
、
教
え
子
た
ち
が
遊
ぶ
古
い
わ
ら
べ

歌
に
も
温
か
い
視
線
を
向
け
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。『
日
本
童
謡
民
謡
曲
集
』

が
発
行
さ
れ
た
の
と
同
じ
年
、
初
の
個

人
童
謡
集
『
山
中
直
治
童
謡
曲
集
』
を

出
版
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
遊
び
の
中
で
長
く
伝
承
さ

れ
て
き
た
歌
で
す
。
今
も
遊
び
の
中
か

ら
、
ど
こ
か
で
新
し
い
わ
ら
べ
歌
が
生

ま
れ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

■かごめかごめの童の像

東武野田線清水公園駅前に建つ

「まちづくりの門」の片方。目

隠しをしてしゃがんだ童の像と

その台座の石に歌詞が刻まれて

います。野田青年会議所が昭和

55年に建立。
参
考
文
献

・
『
よ
み
が
え
る
山
中
直
治
童
謡
の
世
界
』（
野
田
市
郷
土
博
物
館
）

・
『
か
ご
め
か
ご
め
考
』（
野
田
書
房
）

・
『
案
外
、
知
ら
ず
に
歌
っ
て
た
童
謡
の
謎
』（
祥
伝
社
）
ほ
か

■愛宕神社

923（延長元）年創建と伝えられる愛宕神社。本殿

は県指定有形文化財です。竜や波、亀など社殿彫刻

は一見の価値があります。「篭の中の鳥」の彫刻を

よく見ると、篭には丁寧にも穴が開いており、とて

も技巧的な細工が施されています。

交通／東武野田線愛宕駅から徒歩約５分

■しょう油醸造業が盛んな野田のまち

しょう油工場が見える夕暮れの江戸川。かつては高瀬船や蒸気船が

通り、物資だけでなくさまざまな文化も行き交いました。
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【ＭＥＭＯ】
所在地／印旛郡栄町竜角寺1028、一部成

田市下竹地区　　0476-95-3333
http://www.chiba-muse.or.jp/MURA/

開館時間／午前９時00分～午後４時30分
休館日／月曜日（祝・休日の場合は火曜）

年末年始、臨時休館日
観覧料／一般300円、高・大学生200円、

65歳以上・中学生以下無料
交　通／JR成田線安食駅から竜角寺台車

庫行バス「房総のむら」下車。
風土記の丘資料館はJR成田駅西
口から「風土記の丘北口」下車

駐車場／普通車357台、大型バス16台

江戸時代にタイムスリップしたような商家の町並み。遠山の金さんが姿を現しそうです

平
成
16
年
４
月
、
千
葉
県
立
房
総
の
む
ら
は
同
房

総
風
土
記
の
丘
と
統
合
し
、
よ
り
充
実
し
た
体
験
型

博
物
館
を
目
指
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ス
タ
ー
ト
。
開

館
以
来
の
来
館
者
は
、
平
成
19
年
３
月
末
日
現
在
で

４
５
０
万
人
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

●
歴
史
と
自
然
を
学
ぶ
風
土
記
の
丘
エ
リ
ア

昭
和
51
年
６
月
、
旧
千
葉
県
立
房
総
風
土
記
の
丘

は
旧
学
習
院
初
等
科
正
堂
（
国
重
要
文
化
財
）
の
移

築
後
に
開
館
。
主
な
施
設
は
、
１
７
８
０
（
安
永
９
）

年
に
建
築
さ
れ
た
南
房
総
市
（
旧
丸
山
町
）
の
中
規

模
農
家
・
旧
御
子

み

こ

神が
み

家
住
宅
（
国
重
要
文
化
財
）、

昔
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
「
千
葉
県
立
房
総
の
む
ら
」 

文
化
庁
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
タ
ウ
ン
構
想
に
期
待

文
化
庁
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
タ
ウ
ン
構
想
に
期
待 
伝
統
の
技

伝
統
の
技
・
歴
史
歴
史
・
自
然
を
学
ぶ
体
験
博
物
館

自
然
を
学
ぶ
体
験
博
物
館 

文
化
庁
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
タ
ウ
ン
構
想
に
期
待

文
化
庁
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
タ
ウ
ン
構
想
に
期
待 
伝
統
の
技

伝
統
の
技
・
歴
史
歴
史
・
自
然
を
学
ぶ
体
験
博
物
館

自
然
を
学
ぶ
体
験
博
物
館 

昔
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
「
千
葉
県
立
房
総
の
む
ら
」 
昔
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
「
千
葉
県
立
房
総
の
む
ら
」

昔
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
「
千
葉
県
立
房
総
の
む
ら
」 

文
化
庁
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
タ
ウ
ン
構
想
に
期
待 

伝
統
の
技
・
歴
史
・
自
然
を
学
ぶ
体
験
博
物
館 

文
化
庁
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
タ
ウ
ン
構
想
に
期
待 

伝
統
の
技
・
歴
史
・
自
然
を
学
ぶ
体
験
博
物
館 

美術館のあるまち④
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ラベンダーの紫が白壁によく似合う旧学習院初等科正堂（写真／房総のむら提供）

薬の店・佐倉堂の看板は屋根の上

子供も大人も真剣な店先での体験

懐かしい木工所の店先に並ぶ下駄と草履と風車

１
７
５
１
（
寛
延
４
）
年
富
津
市
に
建
て
ら
れ
た
名

主
の
農
家
・
旧
平
野
家
住
宅
（
県
指
定
文
化
財
）、

県
内
各
地
か
ら
出
土
し
た
考
古
資
料
を
展
示
す
る
資

料
館
、弥
生
時
代
と
古
墳
時
代
の
復
元
竪
穴
式
住
居
、

東
日
本
最
大
の
方
墳
・
岩
屋
古
墳
な
ど
が
点
在
。

●
ふ
る
さ
と
の
技
体
験
エ
リ
ア

昭
和
61
年
４
月
に
開
館
し
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら

明
治
初
期
に
お
け
る
房
総
の
商
家
や
武
家
屋
敷
、
農

家
な
ど
を
当
時
の
景
観
や
環
境
を
踏
ま
え
て
再
現
。

ま
た
、
遊
び
道
具
や
千
代
紙
ろ
う
そ
く
、
米
作
り
や

太
巻
き
寿
司
、
勾
玉

ま
が
た
ま

や
縄
文
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
、

紙
漉す

き
な
ど
、
直
接
体
験
で
き
る
魅
力
的
な
催
し
が

季
節
に
応
じ
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

商
家
の
町
並
み
に
は
畳
屋
、
鍛
冶
屋
、
お
茶
の
店
、

瀬
戸
物
屋
、
そ
ば
屋
な
ど
商
家
16
軒
に
加
え
、
総
屋

（
総
合
案
内
所
）、
地
蔵
堂
、
辻
広
場
、
稲
荷
境
内
な

ど
が
再
現
。佐
倉
堂（
薬
）、
下
総
屋（
酒
・
燃
料
）、
上

総
屋
（
呉
服
）、
く
る
り
（
小
間
物
）、
き
よ
す
み
（
細

工
）、
平
群
屋
（
紙
）、
葛
飾
堂
（
本
・
瓦
版
）、
あ
ま

は
や
（
菓
子
）
の
２
階
は
展
示
室
に
な
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
後
期
に
建
て
ら
れ
た
別
棟
造
り
の
主
屋

を
持
つ
安
房
の
農
家
を
は
じ
め
、
同
時
期
に
建
て
ら

れ
た
下
総
の
名
主
の
農
家
、
上
総
の
名
主
の
農
家
、

佐
倉
藩
の
中
級
武
士
の
屋
敷
、農
村
歌
舞
伎
の
舞
台
、

水
車
小
屋
な
ど
も
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
庁
は
８
月
２
日
、
歴
史
や
文
化
、
芸
術
な
ど

地
域
の
文
化
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
タ
ウ
ン
構
想
」
事
業
を
創

設
。
千
葉
県
か
ら
は
「
成
田
・
栄
・
房
総
の
む
ら
」

文
化
庁
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
タ
ウ
ン
構
想
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成田市内に建てられた下総の名主の農家を再現

佐倉藩・中級武士の屋敷を再現。当時の暮らしぶりが伝わってきます

ナウマン像の骨格標本も展示・風土記の丘資料館

朝顔の水まきに夢中（安房の農家） 南房総市（旧三芳村）に建てられた安房の農家を再現

「
千
葉
県
立
関
宿
城
博
物
館
（
野
田
市
）」
の
２
か
所

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
事
業
期
間
は
平
成
19
年
10
月
１

日
か
ら
同
20
年
３
月
31
日
ま
で
。

事
業
は
、
県
立
房
総
の
む
ら
、
成
田
市
立
中
央
公

民
館
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
、
栄
町
立
酒
直
小

学
校
が
連
携
し
て
行
う
も
の
で
、
地
元
の
文
化
資
源

を
再
発
見
し
て
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
な
ど
、

広
報
活
動
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校

の
協
力
を
得
て
地
元
の
自
然
・
歴
史
・
伝
説
な
ど
の

調
査
を
総
合
学
習
の
中
に
組
み
込
む
な
ど
、
新
た
な

授
業
計
画
も
模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。

上総の農家の前は豊かなそば畑
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岩
屋
古
墳

印旛沼北岸の台地上に広がる竜角寺古墳群の中にあ
り、東日本最大の方墳。１辺が80ｍ、墳丘は３段作
りの高さ約10ｍ。横穴式石室が２室。古墳時代末期
に築造。見学自由。（写真／房総のむら提供）
住　所／印旛郡栄町竜角寺
交　通／JR成田線安食駅から竜角寺台車庫行バス

「房総のむら」下車、徒歩約10分
問合せ／栄町教育委員会　 0476-95-1111（代）

竜伝説のある下総国最古の寺院。７世紀後半に建立。
境内に推定約33ｍの三重塔の心礎が残っています。
銅造薬師如来坐像は関東地方の白鳳仏として、東京・
深大寺の銅造釈迦如来と並んで有名。国重要文化財。
住　所／印旛郡栄町竜角寺224-2ほか
交　通／JR成田線安食駅から竜角寺台車庫行バス

「酒直坂上」下車、徒歩約３分
問合せ／栄町教育委員会 0476-95-1111（代）

「片歯の梅」という秘話を伝える池。主な施設は休憩
施設、遊歩道、野鳥観察所、吊橋（龍の道）、芝生広
場、ローラースライダー、森の遊び場（複合遊戯）
など。池には木道があり夏に蓮の花が咲き誇ります。
住　所／成田市佐竹1450（101号古墳に隣接）
交　通／JR成田線下総松崎駅または「房総のむら」

から徒歩約15分
問合せ／公園管理事務所　 0476-29-1161

龍
角
寺

坂
田
ケ
池
総
合
公
園

６～７世紀築造の「101号古墳」。周囲に埴輪が配置された当時の姿を再現
（写真／房総のむら提供）
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ふるさと食食 だよりク
ウ
シ
ン
サ
イ
（
空
芯
菜
）
は
ヒ
ル
ガ
オ
科
の
植
物
で
、

「
エ
ン
サ
イ
」「
ア
サ
ガ
オ
菜
」「
ヨ
ウ
サ
イ
」
な
ど
と
も

呼
ば
れ
ま
す
。
中
国
南
部
や
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
で
は
広

く
栽
培
さ
れ
、
高
温
で
湿
り
気
の
あ
る
土
地
で
よ
く
育
ち

ま
す
。
葉
は
細
長
く
、
茎
の
芯
の
部
分
が
空
洞
に
な
っ
て

い
る
の
で
こ
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。
芯
が
な
く
軽
い
た
め

水
耕
栽
培
が
で
き
ま
す
。
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
に
少
し
似
て
い

ま
す
が
、
ア
ク
が
少
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
炒
め
て
も
食

べ
や
す
い
で
す
。
栄
養
成
分
は
、
ビ
タ
ミ
ン
類
や
カ
ル
シ

ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、
鉄
な
ど
を
多
く
含
み
、
特
に
カ
ル
シ

ク
ウ
シ
ン
サ
イ
は
６
月
か
ら
11
月
頃
ま
で
栽
培
で
き

ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
（
カ
ロ
テ
ン
）

は
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

よ
り
も
多
い
野
菜

で
す
。
炒
め
物
、

あ
え
物
、
お
ひ
た

し
、
ス
ー
プ
な
ど

に
幅
広
く
利
用
で

き
ま
す
。

ま
す
。
水
質
浄
化
の
た
め
、
イ
カ
ダ
の
上
で
水
耕
栽
培

し
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
カ
ゴ
に
土
の
代
わ
り
と
な

る
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
（
※
）
を
敷
い
て
、
種
を
ま
き
ま
す
。

こ
れ
を
木
製
の
イ
カ
ダ
に
並
べ
て
、
水
面
に
浮
か
べ
ま

長
く
伸
び
た
ク
ウ
シ
ン
サ
イ
の
根
が
水
中
の
窒
素
や

リ
ン
を
吸
収
し
、
水
質
浄
化
に
役
立
ち
ま
す

近
年
さ
ま
ざ
ま
な
新
顔
の
野
菜
が

登
場
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も

ク
ウ
シ
ン
サ
イ
は
栄
養
価
が
高
い
上
に
、

水
を
き
れ
い
に
し
ま
す
。

こ
の
性
質
に
着
目
し
た
水
質
浄
化
の

取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ク
ウ
シ
ン
サ
イ
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

野
菜
で
水
質
浄
化
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▼

▼

す
。水
に
浮
か
べ
る
と
根
が
60
〜
70
cm
く
ら
い
伸
び
ま
す
。

こ
の
根
が
、
ア
オ
コ
（
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
）
の
発
生
原

因
と
な
る
水
中
の
窒
素
や
リ
ン
な
ど
を
吸
収
し
、
ア
オ
コ

が
抑
制
さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
ア
オ
コ
は
特
に
夏

場
に
発
生
し
や
す
い
の
で
、
暑
さ
に
強
い
ク
ウ
シ
ン
サ
イ

は
水
質
浄
化
に
適
し
た
野
菜
と
い
え
ま
す
。
一
度
収
穫
し

て
も
再
び
伸
び
て
く
る
の
で
、
少
な
く
と
も
２
回
、
よ
く

生
長
す
れ
ば
４
回
も
収
穫
が
で
き
ま
す
。

※
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
　
岩
石
を
溶
解
し
綿
あ
め
状
に
繊
維
化
し
、
圧
縮
熱
処

理
し
た
も
の
。
植
物
が
根
を
伸
ば
し
や
す
い
。

施
し
て
い
る
ク
ウ
シ
ン
サ
イ
や
ハ
ー
ブ
の
水
耕
栽
培
で

は
、
水
質
浄
化
を
裏
付
け
る
沈
水
植
物
や
昆
虫
、
魚
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
来
の
生
態
系
を
と
り
も
ど

し
つ
つ
あ
り
、
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

お
い
し
く
食
べ
て
エ
コ
ロ
ジ
ー
。
こ
の
一
石
二
鳥
の

取
り
組
み
は
宮
城
県
や
宮
崎
県
な
ど
で
も
行
わ
れ
て
い

て
、
県
内
で
は
ま
だ
佐
倉
市
と
旭
市
の
２
か
所
だ
け
。

活
動
の
広
が
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

良
区
内
）
は
、
旭
市
や
地
元
の
小
学
校
と
協
力
し
て
こ

の
ク
ウ
シ
ン
サ
イ
に
よ
る
水
質
浄
化
活
動
に
平
成
17
年

か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
場
所
は
旭
市
万
歳

ま
ん
ざ
い

地
先
の

兼か
ま

田た

貯
水
池
と
旭
市
万
力

ま
ん
り
き

地
先
の
長
熊
た
め
池
の
２
か

所
で
す
。
小
学
生
に
は
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
、
種

ま
き
や
刈
取
り
の
体
験
を
通
じ
て
、
水
辺
の
環
境
に
関

心
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
目
的
も
あ
り
ま
す
。
栽

培
規
模
は
ま
だ
小
さ
く
、
水
質
改
善
へ
の
”さ
さ
や
か
な

一
歩
“
で
す
が
、
平
成
12
年
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
印
旛
野
菜
い

か
だ
の
会
（
佐
倉
市
）
が
印
旛
沼
の
農
業
用
水
路
で
実

新
川
改
修
促
進
期
成
同
盟
会
（
事
務
局
／
干
潟
土
地
改

地
域
が
協
力
し
て
環
境
学
習
に
も
一
役

取
材
協
力
・
資
料
提
供
／
干
潟
土
地
改
良
区

参
考
文
献
／
『
花
図
鑑
　
野
菜
』（
草
土
出
版
）

近年では道の駅の直売所やスーパーの野菜売り場でも見かけるようにな
ったクウシンサイ。単独で炒めてもおいしいですが、さまざまな素材と組
み合せてお試しください。なるべく強火で炒めるのがコツ。味付けはごま
油やオイスターソースのようなコクのあるものが向いています。

「クウシンサイと豚肉炒め」

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆材　料(4人分)◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆
・クウシンサイ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１束

・豚肉(バラまたはロース)‥‥‥‥‥‥120g

・ニンニク‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１片

・塩、コショウ、ごま油‥‥‥‥‥‥‥少々

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆作 り 方◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

①クウシンサイは約5cmに切り、茎と葉を分けておく。豚肉は約1cmに切

る。ニンニクは薄く切る。

②豚肉を焼き、火が通ってきたらスライスしたニンニク、クウシンサイの

茎、葉の順に加えて

いき、強火で炒める。

塩・コショウで味を

つけたら、最後にご

ま油を入れて香りを

つける。
★シャキシャキした

茎と、加熱してぬめ

りの出る葉の２つの

食感が楽しめます。

長熊ため池近くの旭市
立古城小学校の5年生が
種まきしたクウシンサ
イ。2か月でこんなに大
きく生長した株もあり
ました。株元から3cm
ほど刈り残しておくと、
再び収穫できます

クウシンサイを食べてみよう！
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10
月
２
日
に
開
幕
す
る
「
第
24
回
全
国

都
市
緑
化
ふ
な
ば
し
フ
ェ
ア
」
は
、
船
橋

市
が
市
制
70
周
年
を
記
念
し
た
事
業
の
一

つ
で
、「
子
ど
も
た
ち
の
幸
福
な
未
来
―

ア
ン
デ
ル
セ
ン
か
ら
、
世
界
の
子
ど
も
た

ち
へ
の
贈
り
も
の
」
が
テ
ー
マ
。

主
な
展
示
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
の

15
場
面
を
再
現
し
た
「
メ
ル
ヘ
ン
の
丘
ゾ

ー
ン
」、
里
山
の
水
辺
を
活
か
し
た
庭
園

牧
で
全
国
初
の
国
指
定

下
総
小
金
中
野
牧
跡

母
校
に
並
ぶ
美
術
品

県
立
千
葉
高
等
学
校
美
術
館美術界で活躍している卒業生や著名な物故作家の

作品が並ぶ第１展示室。入館は無料です

高
校
生
の
作
品
を
多
数
収
蔵
・
展
示
す

る
国
内
で
も
珍
し
い
美
術
館
で
す
。
昭
和

53
年
に
開
館
、
平
成
16
年
に
改
修
さ
れ
第

３
展
示
室
も
で
き
ま
し
た
。
同
校
の
教
職

員
や
卒
業
生
が
残
し
て
い
っ
た
多
彩
な
作

品
に
加
え
、
田
中
一
村
、
福
沢
一
郎
、
鈴

木
信
太
郎
な
ど
、
寄
贈
さ
れ
た
著
名
画
家

の
作
品
も
見
ら
れ
、
収
蔵
作
品
は
約
千
五

百
点
に
及
び
ま
す
。

待
望
の
緑
化
フ
ェ
ア

船
橋
市
ア
ン
デ
ル
セ
ン
公
園

鎌
ケ
谷
市
東
中
沢
地
先
に
あ
る
牧
跡
約

７
千
㎡
が
平
成
19
年
２
月
６
日
に
国
史
跡

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
牧
跡
で
の
指
定
は

「
太
陽
の
池
ゾ
ー
ン
」、
花
と
緑
に
包
ま
れ

た
「
ワ
ン
パ
ク
王
国
ゾ
ー
ン
」、
自
治
体

や
企
業
に
よ
る
花
壇
の
ほ
か
、
一
般
市
民

に
よ
る
地
域
内
の
花
壇
づ
く
り
な
ど
見
ど

こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
。
各
種
講
演
会
や
イ
ベ

ン
ト
も
開
か
れ
ま
す
。
開
催
期
間
は
11
月

４
日
ま
で
。
入
場
料
は
一
般
９
百
円
、
高

校
生
６
百
円
。
中
学
生
以
下
、
65
歳
以
上
、

身
体
障
害
者
等
は
無
料
。
詳
細
は
同
都
市

緑
化
ふ
な
ば
し
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
事
務

局
　
０
４
７
（
４
５
６
）
７
７
９
０

http://hanafesta-funabashi.jp

全
国
初
で
貴
重
な
遺
跡
で
す
。

中
野
牧
は
、
江
戸
幕
府
が
軍
馬
を
安
定

的
に
確
保
す
る
た
め
に
慶
長

け
い
ち
ょ
う

年
間
（
１
５

９
６
〜
１
６
１
５
）
に
設
置
し
た
も
の
で

す
。
今
回
指
定
さ
れ
た
の
は
、
牧
の
中
の
、

半
ば
野
生
の
馬
を
追
い
込
ん
で
捕
獲
選
別

し
た
「
捕
込

と
っ
こ
め

」
と
、
馬
が
外
へ
逃
げ
出
さ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
「
野
馬
土
手
」

の
一
部
で
す
。
牧
は
こ
の
２
つ
で
構
成
さ

れ
、
捕
込
は
東
中
沢
地
先
に
３
区
画
あ
っ

た
う
ち
の
１
区
画
が
ほ
ぼ
昔
の
ま
ま
の
形

態
で
残
っ
て
い
ま
す
。

捕
込
か
ら
東
に
約
２
㎞
の
市
立
初
富
小

学
校
西
側
に
残
る
野
馬
土
手
は
長
さ
１
７

２
ｍ
に
及
ん
で
い
ま
す
。

お
問
合
せ
は
鎌
ケ
谷
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
　
０
４
７
（
４
４
５
）
１
１
４

１
　
内
線
４
８
８

Ｅ
メ
ー
ル

bunka@
kam
agaya.chiba.jp

前
身
の
千
葉
中
学
校
時
代
か
ら
優
秀
な

画
家
が
教
師
と
し
て
赴
任
す
る
な
ど
、
伝

統
的
に
美
術
の
盛
ん
な
校
風
で
、
美
術
界

は
も
ち
ろ
ん
各
界
に
多
く
の
人
材
を
輩
出

し
て
き
た
同
校
。
学
芸
員
も
務
め
る
伊
藤

名
誉
館
長
は
、「
美
術
と
別
の
分
野
で
活
躍

す
る
人
が
在
学
中
に
残
し
た
作
品
も
興
味

深
い
」と
。開
館
は
毎
週
水
曜
日
の
午
後
３

〜
６
時（
休
校
日
や
試
験
期
間
中
は
閉
館
）。

入
館
希
望
者
は
同
校
事
務
室
へ
事
前
に
連

絡
が
必
要
で
す
。
千
葉
市
中
央
区
葛
城

１-

５-

２
　
０
４
３
（
２
２
７
）
７
４
３
４

会場のアンデルセン公園へは無料シャトルバスが便利

土手に囲まれた捕込。この中に野馬を追い込み選別
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「
あ
び
こ
・
シ
ニ
ア
・
ラ
イ
フ
・
ネ
ッ

ト
」（
佐
々
木
敏
夫
理
事
長
）
は
、
定
年

後
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
子
育
て
を
終
え
た

女
性
た
ち
が
会
員
で
、
同
世
代
や
高
齢
者

の
自
宅
を
訪
問
し
、
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た

パ
ソ
コ
ン
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員

は
総
勢
40
人
。
利
用
会
員
は
我
孫
子
市
民

の
約
２
７
０
人
。
出
張
指
導
料
は
交
通
費

を
含
め
て
原
則
１
時
間
千
円
。「
無
料
だ

と
逆
に
お
礼
を
気
に
す
る
方
が
多
く
、
互

い
に
気
兼
ね
な
く
す
る
た
め
に
料
金
を
設

定
し
ま
し
た
」
と
佐
々
木
さ
ん
。

最
近
で
は
パ
ソ
コ
ン
の
指
導
や
修
理
の

ほ
か
、
電
球
の
取
り
換
え
、
網
戸
や
障
子

の
張
り
か
え
、
植
木
の
せ
ん
定
や
草
取
り

な
ど
、
生
活
全
般
の
相
談
が
急
増
し
て
い

我
孫
子
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

パ
ソ
コ
ン
の
出
張
指
導

ま
す
。
そ
の
道
の
技
術
者
の
養
成
と
派
遣

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
は
佐
々
木
敏
夫
理
事
長

・
　
０
４
（
７
１
８
２
）
５
７
１
９

http://w
w
w
.abikosln.org/N

PO
/

冬
の
６
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然
景

観
、
動
植
物
や
鳥
、
昆
虫
な
ど
の
生
き
物

を
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
、
デ
ー
タ
で
き
め
細

か
く
紹
介
。
早
春
編
で
は
、
カ
タ
ク
リ
の

一
生
が
図
解
入
り
で
解
説
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
早
春
の
木
々
の
花
、
カ
エ
ル
や
ト
ン

ボ
、
ウ
グ
イ
ス
の
生
態
、
シ
ダ
の
話
、
お

す
す
め
コ
ー
ス
ガ
イ
ド
と
見
ど
こ
ろ
、
春

の
光
の
高
度
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
な
ど
、

魅
力
的
な
話
題
が
満
載
。
本
の
サ
イ
ズ
は

ハ
ン
デ
ィ
な
Ｂ
６
判
×
１
３
２
頁
、
オ
ー

ル
カ
ラ
ー
、
定
価
８
０
０
円
（
税
込
）。

お
申
し
込
み
は
「
千
葉
の
自
然
に
親
し

む
会
」
盛
一

も
り
い
ち

昭
代
さ
ん
　
・
　
０
４
３

（
２
７
８
）
４
０
４
８

第
２
版
が
好
評
発
売

泉
自
然
公
園
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

公
演
の
傍
ら
作
曲
に
も
熱

和
太
鼓
で
地
元
に
活
力

小
・
中
学
校
や
福
祉
施
設
、
商
店
会
な
ど

か
ら
の
出
演
依
頼
に
は
「
恩
返
し
の
た
め

に
も
可
能
な
限
り
参
加
し
た
い
」
と
。

鈴
木
代
表
は
創
作
和
太
鼓
の
作
曲
や
講

演
活
動
の
傍
ら
、
富
津
市
に
和
太
鼓
教
室

「
笑
楽
和
楽

わ

ら

わ

ら

」
を
開
き
太
鼓
愛
好
者
と

「
い
い
時
間
」
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

連
絡
先
＝
鈴
木
純
一
代
表
　
０
４
３
８

（
４
１
）
３
６
４
８

http://www.geocities.co.jp/Hollywood-Theater/7366/

木
更
津
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
創
作
和

太
鼓
「
海
道
」（
鈴
木
淳
一
代
表
）
は
８
月
、

地
元
の
新に

い

御み

堂ど
う

寺じ

で
読
経
、
篠
笛
、
和
太

鼓
の
三
者
に
よ
る
演
奏
会
を
開
き
好
評
。

11
月
11
日（
日
）に
は
習
志
野
文
化
会
館

で
開
か
れ
る
「
和
太
鼓
in
な
ら
し
の
」
に

続
き
、
12
月
２
日（
日
）に
印
西
市
文
化
ホ

ー
ル
で
和
太
鼓
集
団
「
総
」（
印
西
市
）
主

催
の
「
鼓
響
２
０
０
７
」
へ
ソ
ロ
ま
た
は

小
ユ
ニ
ッ
ト
で
の
出
演
を
予
定
。
地
元

『
わ
く
わ
く
い
ず
み
自
然
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
』（
第
２
版
）
が
「
千
葉
の
自
然
に

親
し
む
会
」
か
ら
発
刊
さ
れ
好
評
で
す
。

本
書
は
い
ず
み
の
四
季
を
早
春
、
春
ら

ん
ま
ん
、
新
緑
か
ら
初
夏
、
盛
夏
、
秋
、

迫力ある演奏が好評の創作和太鼓集団「海道」

指導者の養成講座や利用会員の指導に積極的

持ち歩きが便利な泉自然公園の手引書として好評

税理士
が個別

に

お応え
します

実　施　店

船橋駅前支店

本 八 幡 支 店

本 店 営 業 部

柏コンサルティングプラザ※

実　施　日

毎月 8 日

毎月16日

毎月18日

毎月第２金曜日

時 間

10:00

〜

15:00

お問合せ先

047-422-5501

047-378-2511

043-222-2121

04-7163-7781

★ 税務相談会は予約制となっておりますので、参加ご希望の方
は実施店の窓口、またはお電話でお問合せください。

★ 実施日が銀行休業日の場合は、翌営業日に実施いたします。
※ 12：00～13：00は、営業しておりませんのでご注意ください。

をご利用ください税 務 相 談 会
の
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ち
ば
の

約
３
百
年
の
伝
統
を
誇
る
「
佐
原
の
大
祭
」

は
夏
と
秋
の
２
回
開
か
れ
、
関
東
三
大
山
車
祭

り
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
夏
の
八

坂
神
社
祇
園
祭
り
は
７
月
９
日
か
ら
18
日
ま
で

の
連
続
し
た
金
、
土
、
日
の
３
日
間
。
諏
訪
神

社
の
秋
祭
り
は
10
月
第
２
土
曜
日
を
中
日
と
し

た
３
日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。

諏
訪
神
社
の
秋
祭
り
は
新
宿
地
区
を
14
台
の

山
車
が
、
日
本
三
大
囃
子
の
一
つ
「
佐
原
ば
や

し
」
の
笛
や
太
鼓
の
調
べ
に
乗
っ
て
曳
き
廻
さ

れ
ま
す
。
山
車
の
前
で
は
手
古

て

こ

舞ま
い

の
流
れ
を
く

む
手
踊
り
を
披
露
。
自
慢
の
山
車
は
総
欅
造
り

の
本
体
に
関
東
彫
り
の
重
厚
な
彫
刻
が
飾
り
つ

け
ら
れ
、
上
部
に
江
戸
・
明
治
期
の
名
人
人
形

師
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
身
の
丈
４
、
５
ｍ
に

お
よ
ぶ
大
人
形
が
乗
っ
て
い
ま
す
。
八
坂
神
社

の
祇
園
祭
も
同
様
で
、
山
車
10
台
が
土
蔵
の
並

ぶ
川
沿
い
を
曳
き
廻
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
秋
祭
り
は
10
月
12
、
13
、
14
日
の
３

日
間
、山
車
の
乱
引
き
や
神
輿
の
渡
御
の
ほ
か
、

町
内
で
「
の
」
の
字
廻
し
と
い
う
山
車
の
豪
快

な
回
転
が
披
露
さ
れ
る
予
定
で
す
。「
の
」
の

字
廻
し
は
、
山
車
の
左
前
輪
を
軸
と
し
て
筆
で

「
の
」
の
字
を
書
く
よ
う
に
後
輪
を
担
い
で
回

下
新
町
の
「
浦
嶋
太
郎
」
は
明
治
12
年
に
製
作
（
写
真
・
香
取
市
商
工
観
光
課
提
供
）

転
さ
せ
る
荒
業
で
す
。
軸
を
く
ず
さ
ず
、
山
車

の
動
き
を
止
め
ず
に
回
転
さ
せ
る
の
が
コ
ツ
と

か
。
小
江
戸
と
呼
ば
れ
る
佐
原
の
町
並
み
（
国

選
定
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
）
の
中

を
佐
原
ば
や
し
の
調
べ
に
乗
っ
て
進
む
様
子

は
、
江
戸
の
風
情
を
彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。

秋
祭
り
期
間
中
、
利
根
川
河
川
敷
臨
時
駐
車

場
か
ら
お
祭
り
区
域
ま
で
観
光
渡
し
舟
（
シ
ャ

ト
ル
船
・
有
料
）
が
運
航
。
ま
た
、
八
坂
神
社

境
内
の
「
水
郷
佐
原
山
車
会
館
」
で
は
夏
・
秋

の
祭
礼
を
彩
る
24
台
の
山
車
が
２
台
ず
つ
交
替

に
展
示
。
２
階
に
は
大
祭
を
映
す
ビ
デ
オ
シ
ア

タ
ー
、
佐
原
ば
や
し
の
太
鼓
や
笛
な
ど
も
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
有
料
。
開
館
時
間
は
９
時
〜

16
時
30
分
（
夏
祭
り
期
間
中
20
時
30
分
ま
で
）。

０
４
７
８
（
５
２
）
４
１
０
４
。
休
館
日
は

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
と
年
末
年
始
。

お
問
合
せ
は
香
取
市
商
工
観
光
課
　
０
４
７
８

（
５
０
）
１
２
１
２
　http://www.city.katori.lg.jp/

国指定重要民俗文化財「佐原の山車行事」

日本一の大きさ競う山車人形 

日本初のコンベンション施設 
山車会館に交代で展示中の
「山車」（写真・同）



高
層
ビ
ル
群
に
囲
ま
れ
た
幕
張
メ
ッ
セ
（
写
真
・
㈱
幕
張
メ
ッ
セ
提
供
）

い
ち
ば
ん
物
語
Vol.14

千葉市

香取市

●
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場
を
使
っ
て
開
催
。
期
間
中
に
約
百
五
十
万
人

以
上
の
来
場
者
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
高
齢
者
に

も
人
気
の
「
サ
イ
ク
ル
モ
ー
ド
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
２
０
０
７
」
は
11
月
16
日
（
金
）
か
ら

３
日
間
、
国
際
展
示
場
に
新
作
自
転
車
や
サ
イ

ク
ル
ウ
エ
ア
、
グ
ッ
ズ
が
一
堂
に
並
び
ま
す
。

メ
ッ
セ
を
核
と
し
た
幕
張
新
都
心
は
、
業
務

研
究
ビ
ル
、
商
業
ビ
ル
、
ホ
テ
ル
、
住
宅
、
学

校
、
公
園
の
整
備
が
進
み
職
・
住
・
学
・
遊
の

複
合
機
能
を
持
つ
国
際
業
務
都
市
と
し
て
国
内

外
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
㈱
幕
張
メ
ッ
セ
・
千
葉
市
美

浜
区
中
瀬
２
の
１

０
４
３
（
２
９
６
）
０

０
０
１
㈹
　
JR
京
葉
線
海
浜
幕
張
駅
か
ら
徒
歩

５
分
　http://w

w
w
.m
-m
esse.co.jp/

平
成
元
年
開
業
の
幕
張
メ
ッ
セ
の
来
場
者

は
、
同
19
年
７
月
末
日
現
在
で
合
計
約
１
億
７

６
０
万
人
に
達
し
ま
し
た
。
来
場
者
数
を
押
し

上
げ
て
い
る
要
因
の
一
つ
に
、
同
メ
ッ
セ
が
交

通
至
便
な
立
地
に
あ
る
こ
と
と
東
京
モ
ー
タ
ー

シ
ョ
ー
な
ど
、
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が
相
次
い
で

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

幕
張
メ
ッ
セ
は
、
東
京
ド
ー
ム
の
約
４
・
５

倍
に
の
ぼ
る
面
積
21
万
㎡
の
敷
地
に
「
国
際
展

示
場
」「
国
際
会
議
場
」「
幕
張
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー

ル
」
の
３
施
設
が
一
体
と
な
っ
た
ア
ジ
ア
で
も

有
数
の
複
合
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
で
す
。

国
際
展
示
場
は
見
本
市
や
展
示
会
、
集
会
、

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
幅
広
い
利
用
が
可
能
で
す
。

国
際
会
議
場
は
、
最
大
１
６
０
０
人
の
大
規
模

会
議
の
開
催
が
可
能
な
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
の
ほ
か
、
複
数
の
同
時
通
訳
機
器
を
備
え
た

国
際
会
議
室
に
加
え
、
16
室
の
中
小
会
議
室
が

あ
り
ま
す
。イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
は
コ
ン
サ
ー
ト
、

式
典
、
集
会
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
展
示
会
、

講
演
会
な
ど
、
最
大
９
千
人
を
収
容
す
る
こ
と

が
で
き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
で
す
。

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
「
第
40
回
東
京
モ
ー
タ
ー

シ
ョ
ー
２
０
０
７
」
は
一
般
公
開
が
10
月
27
日

（
土
）
か
ら
11
月
11
日
（
日
）
ま
で
国
際
展
示

東京ドームの約4.5倍の広さ「幕張メッセ」

日本一の大きさ競う山車人形 

日本初のコンベンション施設 

●

房総の山並みをイメージしたイベントホールの屋根（写真・同）
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強
風
や
桜
散
ら
し
て
ゆ
き
す
ぎ
る

い
す
み
市
　
　
地
　
利
一

桜
を
見
上
げ
て
い
た
作
者
は
通
り
過
ぎ
る
強
風
を
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
季
語
の
現
場
で
の
感
受
性
が
、
俳
句

の
元
に
な
る
大
切
な
第
一
歩
で
す
。
俳
句
は
季
語
を
讃
え

る
詩
で
あ
り
、
季
語
に
重
点
を
お
い
た
方
が
よ
い
の
で
、

「
桜
吹
雪
」
と
い
う
季
語
を
用
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

《
添
削
例
》
強
風
の
桜
吹
雪
と
な
り
に
け
り

立
春
大
吉
二
人
暮
ら
し
に
変
り
な
く

千
葉
市
　
倉
澤
　
宏

お
幸
せ
な
作
品
で
す
。「
立
春
大
吉
」
も
お
め
で
た
い

よ
い
言
葉
で
す
。「
二
人
暮
ら
し
に
変
り
な
く
」
も
趣
深

く
よ
い
措
辞

そ

じ

で
す
。
た
だ
字
余
り
な
の
で
、
上
五
を
少
し

整
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。「
春
立
つ
や
」
と
し
て
も
よ
い

で
す
し
、
目
に
見
え
る
季
語
を
お
い
て
も
印
象
が
鮮
明
に

な
り
ま
す
。

《
添
削
例
》
梅
ひ
ら
く
二
人
暮
ら
し
に
変
り
な
く

鶯
と
雪
見
障
子
を
開
け
母
に

南
房
総
市
　
鈴
木
　
志
げ

床
に
伏
し
て
お
ら
れ
る
お
母
様
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
鶯

が
さ
え
ず
り
な
が
ら
庭
木
に
遊
ぶ
姿
を
、
お
母
様
に
お
見

せ
し
た
か
っ
た
作
者
だ
と
存
じ
ま
す
。
上
五
を
「
鶯
や
」

と
し
て
、
季
語
に
詠
嘆
を
も
た
せ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

下
五
の
語
順
を
少
し
整
え
ま
す
。

《
添
削
例
》
鶯
や
雪
見
障
子
を
母
に
開
け

さ
や
さ
や
と
さ
わ
ぐ
若
葉
の
下
走
る

柏
市
　
池
田
　
文
江

新
緑
の
頃
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
し
ょ
う
か
。
気
持
ち
良
さ
そ

う
で
す
。
一
つ
の
文
章
の
よ
う
な
形
で
す
の
で
、
こ
れ
を
文

語
体
に
す
る
と
俳
句
ら
し
く
な
り
ま
す
。
季
語
の
「
若
葉
」

を
「
や
」
と
い
う
切
字
を
使
っ
て
詠
嘆
を
出
し
ま
す
。
下
五

は
「
ひ
た
走
り
」
と
い
う
言
葉
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

《
添
削
例
》
さ
や
さ
や
と
さ
は
ぐ
若
葉
や
ひ
た
走
り

初
孫
の
お
ま
も
り
だ
ら
け
ラ
ン
ド
セ
ル

八
千
代
市
　
酒
中
　
た
か

愛
情
を
た
っ
ぷ
り
与
え
ら
れ
た
お
孫
さ
ん
。
お
守
り
を

揺
ら
し
て
元
気
に
通
学
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
季

語
が
な
い
の
で
、「
入
学
」
と
い
う
季
語
を
入
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。「
孫
」
は
あ
え
て
言
わ
な
く
て
も
大
切

な
子
供
の
ラ
ン
ド
セ
ル
だ
と
自
ず
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

《
添
削
例
》
入
学
や
お
守
り
い
つ
ぱ
い
ラ
ン
ド
セ
ル

蜂
入
り
て
授
業
参
観
み
だ
れ
け
り

船
橋
市
　
松
井
　
桃
子

授
業
参
観
の
親
子
で
一
杯
に
な
っ
た
教
室
に
蜂
が
紛
れ

込
む
。
大
変
で
し
た
ね
。
こ
の
ま
ま
で
も
良
い
で
す
し
、

「
み
だ
れ
け
り
」
を
単
純
に
「
大
騒
ぎ
」
と
し
て
も
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
味
わ
い
の
作
品
に
な
り
ま
す
。

《
添
削
例
》
蜂
の
出
て
授
業
参
観
大
騒
ぎ

母
の
忌
の
新
茶
色
濃
く
供
へ
け
り

鴨
川
市
　
小
原
　
秀
子

お
母
様
に
お
供
え
し
た
新
茶
の
み
ず
み
ず
し
い
黄
緑

色
。
忌
日
な
の
で
作
者
の
お
哀
し
み
も
あ
ふ
れ
ま
す
。
こ

の
ま
ま
で
も
良
い
の
で
す
が
、「
忌
」
と
「
供
へ
け
り
」

が
や
や
重
な
り
ま
す
の
で
、
下
五
を
「
母
の
前
」
と
し
て

も
、
亡
き
お
母
様
に
拝
げ
た
感
じ
が
伝
わ
る
か
と
存
じ
ま

す
。
中
七
は
「
色
濃
し
」
と
軽
く
切
り
ま
す
。

《
添
削
例
》
母
の
忌
の
新
茶
色
濃
し
母
の
前

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

俳
句
◆
選
・
指
導
　

名
取

里
美
（
俳
人
）

ひ
ぐ
ら
し
の
声
遠
ざ
か
る
鮎
跳
ね
る

茨
城
県
守
谷
市
　
柴
山
　
仂

か
な
か
な
と
美
し
い
蜩
の
声
が
遠
ざ
か
っ
て
い
く
の
は

明
け
方
で
し
ょ
う
か
。
夕
べ
で
し
ょ
う
か
。
作
者
の
佇
む

川
辺
で
鮎
が
ふ
い
に
跳
ね
て
、
川
面
を
打
つ
音
が
響
き
ま

す
。「
ひ
ぐ
ら
し
」
の
み
で
鳴
き
声
は
想
像
さ
れ
ま
す
の

で
「
声
」
は
省
け
ま
す
。「
ひ
ぐ
ら
し
の
遠
の
く
朝あ

し
た

」
と

言
い
替
え
て
み
ま
す
。

《
添
削
例
》
ひ
ぐ
ら
し
の
遠
の
く
朝
鮎
跳
ね
る

宿
坊
の
早
き
夕
餉
や
鉦
叩

千
葉
市
　
龍
谷
　
精
二

鉦
叩
に
耳
を
澄
ま
せ
な
が
ら
宿
坊
の
精
進
料
理
を
い
た

だ
く
夕
暮
れ
。
日
本
の
情
緒
の
清
々
し
さ
の
あ
る
作
品
で

す
。
こ
の
ま
ま
で
も
よ
い
で
す
け
れ
ど
も
、「
夕
餉
や
」

と
す
る
と
詠
嘆
が
季
語
よ
り
夕
餉
に
強
く
な
り
ま
す
の

で
、「
夕
餉
の
早
し
」
と
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

《
添
削
例
》
宿
坊
の
夕
餉
の
早
し
鉦
叩
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※
８
月
１
日
ま
で
に
到
着
し
た
も
の
の
中
か
ら
掲
載
し
ま
し
た
。

次
回
の
締
め
切
り
は
平
成
19
年
12
月
31
日
で
す
。

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

短

歌
◆
選
・
指
導
　

秋
葉

四
郎
（
歌
人
）

再
開
の
待
た
る
る
店
の
駐
車
場
春
日
は
ひ
ろ

き
空
地
を
照
ら
す

印
西
市
　
服
部
　
富
枝

現
在
は
休
業
に
な
っ
て
い
る
駐
車
場
だ
か
ら
、
車
は
な

く
広
々
と
し
て
そ
こ
に
春
の
日
が
さ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
再
開
を
待
つ
と
い
う
作
者
の
思
い
が
あ
る
か
ら
、

こ
と
さ
ら
虚
し
い
よ
う
な
思
い
で
見
て
い
る
の
で
も
あ
ろ

う
。
気
持
ち
の
よ
く
出
て
い
る
歌
。

《
添
削
例
》
再
開
の
待
た
る
る
店
の
駐
車
場
春
の
日
ひ
ろ

き
空
地
を
照
ら
す

本
場
沖
縄
で
見
た
そ
の
花
と
、
同
時
に
忘
れ
が
た
い
海
を

懐
か
し
む
の
で
あ
る
。
言
い
得
て
ひ
び
く
一
首
。

《
添
削
例
》
真
夏
日
の
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
を
眺
め
つ
つ
沖
縄

の
海
今
年
も
想
う

雨
上
り
春
の
日
ざ
し
に
咲
く
花
に
安
ら
ぐ
心

生
き
る
よ
ろ
こ
び

千
葉
市
　
鈴
木
　
志
津
江

下
の
句
の
「
安
ら
ぐ
心
生
き
る
喜
び
」
と
い
う
畳
み
か

け
る
対
句
の
表
現
が
効
い
て
い
る
。
だ
か
ら
一
首
を
流
れ

る
作
者
の
想
い
が
強
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
普
通
「
花
」
と

い
う
と
桜
を
さ
す
が
こ
こ
で
は
春
に
咲
く
花
全
て
だ
ろ
う
。

《
添
削
例
》
雨
上
が
り
春
の
日
ざ
し
に
花
見
れ
ば
安
ら
ぐ

心
生
き
る
よ
ろ
こ
び

梅
雨
空
に
や
さ
し
く
ゆ
れ
る
な
で
し
こ
の
花

の
香
り
よ
う
っ
す
ら
と
し
て

市
川
市
　
佐
々
木
　
初
江

な
で
し
こ
は
可
憐
な
花
で
野
草
と
も
思
え
な
い
気
品
が

あ
る
。
そ
の
美
し
い
花
に
向
か
い
、
か
す
か
な
香
り
を
も

感
じ
て
心
弾
む
よ
う
な
思
い
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
一

読
こ
こ
ろ
よ
い
。
結
句
は
や
や
説
明
調
だ
か
ら
、「
か
す

か
な
れ
ど
も
」
と
し
て
勢
い
を
つ
け
る
。

《
添
削
例
》
梅
雨
空
に
や
さ
し
く
ゆ
れ
る
な
で
し
こ
の
花

の
香
り
よ
か
す
か
な
れ
ど
も

真
夏
日
に
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
を
眺
め
つ
つ
沖
縄

の
海
又
想
い
出
す

佐
倉
市
　
菅
原
　
勝
徳

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
は
も
と
も
と
熱
帯
の
花
木
だ
か
ら
、
真

夏
で
暑
け
れ
ば
暑
い
ほ
ど
生
き
生
き
と
赤
や
黄
の
花
を
咲

か
せ
る
。
そ
れ
を
し
み
じ
み
と
眺
め
て
い
る
と
、
か
つ
て

あ
と
幾
と
せ
生
き
ん
と
欲
し
禁
煙
と
禁
酒
日

持
ち
て
八
十
路
を
生
き
る

船
橋
市
　
石
井
　
政
克

八
十
歳
を
す
ぎ
て
節
制
す
べ
き
は
節
制
し
て
い
よ
い
よ

元
気
に
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
歌
。
具
体
的
に
禁
煙
と
禁

酒
を
あ
げ
て
い
る
の
が
涙
ぐ
ま
し
い
。「
八
十
路

や

そ

じ

」
は
言

葉
が
や
や
古
臭
い
の
で
別
案
を
考
え
る
。

《
添
削
例
》
あ
と
幾
と
せ
生
き
ん
と
欲
し
禁
煙
と
禁
酒
を

し
居
り
八
十
す
ぎ
て

瀬
戸
内
の
春
の
潮

う
し
お

に
は
ぐ
み
た
る
い
か
な
ご

く
ぎ
煮
夕
餉
し
た
う
つ

印
旛
郡
酒
々
井
町
　
大
竹
　
隆
一
郎

新
品
の
自
転
車
の
り
し
小
学
生
笑
顔
の
せ
て

走
り
に
走
る

市
川
市
　
五
十
嵐
　
ち
ゑ

新
し
い
自
転
車
に
乗
っ
て
手
放
し
に
よ
ろ
こ
ん
で
い
る

小
学
生
の
姿
が
よ
く
出
て
い
る
。
一
首
は
、
た
ま
た
ま
見

か
け
た
小
学
生
の
よ
う
だ
が
、
共
に
喜
ん
で
い
る
よ
う
な

気
息
が
快
く
感
じ
ら
れ
る
。

《
添
削
例
》
新
品
の
自
転
車
に
の
る
小
学
生
笑
顔
の
あ
ふ

れ
走
り
に
走
る

午
さ
が
り
ア
ル
バ
ム
開
き
亡
き
妻
の
笑
顔
ポ

ー
ズ
に
思
わ
ず
涙

君
津
市
　
田
中
　
新
吉

ゆ
く
り
な
く
ア
ル
バ
ム
を
開
く
こ
と
に
な
っ
て
、
亡
き

妻
を
し
の
ぶ
と
こ
ろ
。
涙
の
思
い
が
し
み
じ
み
伝
わ
る
。

「
ポ
ー
ズ
」
ま
で
言
う
と
俗
に
な
る
。
こ
こ
は
言
葉
を
延

ば
し
ゆ
っ
く
り
表
現
す
る
の
が
よ
い
。

《
添
削
例
》
午
さ
が
り
ア
ル
バ
ム
開
き
亡
き
妻
の
笑
み
い

る
顔
に
思
わ
ず
涙

瀬
戸
内
海
の
春
の
潮
に
育
っ
た
い
か
な
ご
だ
と
い
う
言

い
方
に
味
が
あ
る
。
一
読
快
く
、
こ
こ
に
詩
性
も
あ
る
。

「
は
ぐ
み
た
る
」
は
誤
用
で
、「
し
た
う
つ
」
は
俗
調
だ
か

ら
、
そ
こ
は
率
直
に
言
う
の
が
よ
い
。

《
添
削
例
》
瀬
戸
内
の
春
の
潮
が
は
ぐ
く
み
し
い
か
な
ご

く
ぎ
煮
夕
餉
に
う
ま
し



肉
（
大
腿
四
頭
筋
）
の
訓
練
は
非
常
に
効
果
的
で
す
。
Ｏ

脚
の
方
に
は
医
療
用
の
敷
革
で
あ
る
足
底
板
や
サ
ポ
ー
タ

ー
も
有
効
で
す
。
必
要
に
応
じ
て
痛
み
止
め
の
内
服
薬
や

関
節
内
へ
の
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
の
注
射
も
効
果
的
で
す
。
そ

れ
ら
が
無
効
の
時
は
関
節
鏡
を
用
い
た
手
術
、
Ｏ
脚
を
矯

正
す
る
手
術
、
人
工
関
節
な
ど
を
行
い
ま
す
。
人
工
関
節

の
術
後
は
４
〜
５
日
で
歩
行
器
歩
行
を
開
始
し
、
約
４
週

間
の
入
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
退
院
で
き
ま
す
。
術

後
に
正
座
は
で
き
な
い
も
の
の
（
ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん

は
術
前
も
正
座
は
出
来
な
い
ほ
ど
悪
化
し
て
い
ま
す
）、

痛
み
が
無
く
な
り
、軽
い
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
も
可
能
と
な
り
、

日
常
生
活
は
支
障
な
く
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

腰
に
膝
と
同
じ
よ
う
な
老
化
現
象
が
起
こ
る
と
腰
部
脊

柱
管
狭
窄

き
ょ
う
さ
く

症
に
な
り
ま
す
。
初
め
は
肉
体
労
働
や
運
動
後

な
ど
に
腰
を
伸
ば
し
づ
ら
い
腰
痛
だ
け
で
す
が
、
そ
の
う

ち
に
歩
く
と
ふ
く
ら
は
ぎ
が
痛
く
な
っ
て
歩
く
距
離
が
だ

ん
だ
ん
に
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
（
間
欠
性

跛は

行こ
う

）。
そ
れ
で
も
自
転
車
に
は
不
自
由
な
く
乗
れ
ま
す
。

腰
痛
や
間
欠
性
跛
行
が
強
く
な
っ
た
と
き
は
、
自
転
車
に

乗
る
と
き
の
腰
の
格
好
（
腰
椎
前
屈
位
）
を
保
つ
た
め
に

コ
ル
セ
ッ
ト
を
付
け
た
り
、
神
経
の
血
行
を
改
善
す
る
薬

膝
関
節
は
大
腿
骨
と
脛
骨
（
す
ね
の
骨
）
と
膝
蓋
骨

（
お
皿
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
て
、
関
節
の
表
面
に
は
関

節
軟
骨
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
腿
骨
と
脛
骨
の
間
に
は

半
月
板
と
い
う
ク
ッ
シ
ョ
ン
装
置
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

骨
は
靭
帯
で
強
固
に
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
関
節
の
中
に
は

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
を
主
成
分
と
す
る
関
節
液
が
１
〜
２
cc
あ

り
、
関
節
の
動
き
を
滑
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
に

な
る
と
半
月
板
が
痛
ん
だ
り
、
関
節
軟
骨
が
磨
り
減
っ
た

り
し
、
そ
れ
ら
の
磨
耗
片
の
刺
激
で
関
節
の
袋
（
関
節
包
）

に
炎
症
が
起
こ
り
、
そ
こ
か
ら
浸
出
液
が
漏
出
し
て
関
節

液
が
薄
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
水
が
貯
ま
っ
た
状
態
に
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
変
形
性
膝
関
節
症
と
い
い
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
か
ど
う
か
は
体
質
と
年
齢

が
大
き
く
関
与
し
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
ハ
ー
ド
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
外
傷
等
も
原
因
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

変
形
性
膝
関
節
症
は
軟
骨
の
弱
い
体
質
と
老
化
現
象
が

原
因
で
起
こ
る
事
が
多
い
の
で
、
な
か
な
か
完
全
な
予
防

は
出
来
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
他
の
年
齢
的
変
化
に
よ
る
病

気
と
同
じ
よ
う
に
運
動
は
予
防
あ
る
い
は
症
状
の
軽
減
に

多
大
の
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
朝
夕
の
30
分
ぐ
ら
い
の

少
し
早
足
で
の
散
歩
や
軽
い
運
動
で
膝
の
前
面
の
腿
の
筋

剤
や
、
痛
み
止
め
を
服
用
し
ま
す
。
そ
れ
ら
が
無
効
の
時

は
手
術
で
す
。
腰
部
の
脊
柱
管
で
狭
窄
し
て
い
る
所
を
拡

大
し
て
や
る
手
術
で
す
が
、
背
骨
の
不
安
定
性
が
あ
る
場

合
は
金
属
で
固
定
し
ま
す
。
手
術
の
翌
日
か
２
〜
３
日
後

に
は
歩
行
を
開
始
で
き
ま
す
。
全
身
的
に
体
力
が
回
復
す

れ
ば
ゴ
ル
フ
な
ど
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

高
齢
に
な
り
膝
が
痛
く
な
る
よ
う
な
人
は
体
質
的
に
軟

骨
の
弱
い
人
な
の
で
、
し
ば
し
ば
腰
も
痛
く
な
り
ま
す
。

膝
の
痛
み
は
軽
い
う
ち
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
良
い
運
動
靴
を

履
き
、
大
腿
四
頭
筋
の
筋
力
増
強
訓
練
を
行
う
よ
う
に
し

ま
す
。
散
歩
で
も
良
い
で
し
ょ
う
し
、
プ
ー
ル
内
歩
行
で

も
良
い
で
す
。

腰
が
少
し
痛
い
人
は
運
動
後
の
腰
の
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

が
効
果
的
で
す
。
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守
屋
　
秀
繁

●
病病
をを
ふふ
せせ
ぐぐ
●

千
葉
大
学
名
誉
教
授
整
形
外
科
・
鹿
島
労
災
病
院
院
長

高
齢
者
に
多
い
膝
痛
と
腰
痛 (社)

協
力
・

千
葉
県
医
師
会

変
形
性
膝
関
節
症

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症

む
す
び

◆膝関節の仕組み◆
前から見た図（右膝）



５段昇級を目指す・佐々木　ふみ子さん（74歳）〈千葉市中央区〉

午前中の２時間、男性剣士の胸を借りて練習
する佐々木さん。身長153㎝、体重47㎏のス
リムな体が一層凛々しく、大きく見えます

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
静
岡
２
０
０
６
」
の

剣
道
部
門
に
出
場
し
た
佐
々
木
さ
ん
（
４

段
）。
出
場
選
手
中
、
女
性
の
最
高
齢
者
と

し
て
大
会
会
長
か
ら
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
42
歳

か
ら
剣
道
を
始
め
、
30
余
年

の
キ
ャ
リ
ア
の
持
ち
主
で
す
。

大
会
出
場
か
ら
丸
１
年
、

佐
々
木
さ
ん
の
日
常
は
相
変

わ
ら
ず
防
具
を
担
い
で
週
２

回
近
く
の
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
、
新
宿
中
学
校

へ
月
２
回
の
ペ
ー
ス
で
通
っ

て
い
ま
す
。「
練
習
日
は
朝

か
ら
心
ウ
キ
ウ
キ
。
ゴ
ル
フ

を
翌
日
に
控
え
た
男
の
方
み

た
い
」
と
い
う
ほ
ど
の
熱
の

入
れ
よ
う
で
す
。

剣
道
と
の
出
会
い
は
、
小

学
生
の
息
子
に
同
行
し
練
習

風
景
を
見
学
し
た
の
が
最

初
。剣
道
は
一
瞬
の
勝
負
で
、

見
て
い
て
も
判
断
が
つ
き
に

く
い
競
技
で
す
。「
そ
れ
な

49

け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

戦
中
戦
後
に
青
春
時
代
を
過
ご
し
、
食
糧

難
か
ら
新
潟
県
や
長
野
県
へ
米
の
買
出
し
に

家
族
と
出
か
け
た
経
験
も
あ
る
、
と
か
。
そ

し
て
子
育
て
。
多
く
の
先
輩
や
同
僚
が
そ
う

で
あ
る
よ
う
に
、
佐
々
木
さ
ん
も
今
が
青

春
！
　
竹
刀
を
中
段
に
構
え
た
凛
々
し
さ
。

明
る
い
人
柄
が
男
性
剣
士
か
ら
も
慕
わ
れ
て

い
る
要
因
で
す
。
目
下
、
５
段
の
昇
級
試
験

を
目
指
し
て
頑
張
る
佐
々
木
さ
ん
で
し
た
。

ら
ば
自
分
で
も
や
っ
て
み
よ
う
。
ル
ー
ル
が

分
か
る
は
ず
…
」
と
一
念
発
起
。「
そ
れ
が

意
外
や
意
外
、
全
身
汗
だ
く
で
美
容
と
健
康

に
良
い
上
、
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
武
道

精
神
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
ま
し
た
」
と
。

42
歳
の
手
習
い
は
周
囲
の
反
対
を
押
し
切

っ
て
開
始
。「
ど
う
せ
３
日
坊
主
さ
」
の
周

囲
の
”期
待
“
を
完
全
に
裏
切
り
ま
し
た
。

み
ん
な
が
寝
静
ま
っ
た
後
に
起
き
出
し
、
ガ

ラ
ス
戸
に
姿
を
映
し
な
が
ら
竹
刀
を
振
り
続



隠
れ
た
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト

大
町
公
園
と
法
典
の
湯
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北
総
線
大
町
駅
で
下
車
。
国
道
を
左
へ

進
み
大
豊
梨
園
前
の
信
号
を
左
折
す
る

と
、
す
ぐ
に
大
町
自
然
観
察
園
の
入
口
で

す
。
左
右
を
斜
面
林
に
挟
ま
れ
た
谷
津
の

地
形
で
、
中
央
を
湧
き
水
が
流
れ
て
い
ま

す
。
水
辺
や
林
に
生
息
す
る
動
植
物
の
観

察
に
は
最
適
で
す
。
園
路
を
行
け
ば
左
手

に
観
賞
植
物
園
の
大
温
室
が
見
え
ま
す
。

少
し
先
の
小
さ
な
池
の
脇
か
ら
斜
面
林
へ

登
る
道
が
あ
り
（
毎
年
11
下
旬
か
ら
12
月

上
旬
ま
で
期
間
限
定
で
開
放
）、
も
み
じ

山
へ
と
続
き
ま
す
。

も
み
じ
山
を
下
り
た
ら
、
バ
ラ
園
や
市

川
自
然
博
物
館
な
ど
見
ど
こ
ろ
を
見
学
。

公
園
か
ら
市
川
霊
園
方
面
へ
抜
け
、
霊
園

裏
門
か
ら
入
り
ま
す
。
黄
色
に
色
づ
い
た

イ
チ
ョ
ウ
並
木
を
通
っ
て
正
門
へ
出
た
ら

右
折
。
次
の
信
号
を
左
折
し
、「
殿
台

と
の
だ
い

下
」

の
バ
ス
停
の
手
前
か
ら
右
手
の
路
地
に
入

り
ま
す
。
梨
畑
の
間
を
登
り
つ
め
る
と
駒

形
大
神
社
で
す
。
毎
年
１
月
20
日
に
は
豊

〈
市
川
市
〉

作
を
祈
願
す
る
「
に
ら
め
っ
こ
お
び
し
ゃ
」

の
神
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
神
社
の
階
段
を

降
り
て
直
進
。
バ
ス
通
り
を
越
え
て
礼
林

寺
の
脇
を
下
る
と
、
第
五
中
学
校
が
建
つ

台
地
が
見
え
て
き
ま
す
。
三
橋
商
店
の
角

を
左
折
、
学
校
へ
続
く
右
手
の
階
段
を
登

り
ま
す
。
こ
の
高
台
は
中
世
の
も
の
と
い

わ
れ
る
大
野
城
跡
で
す
。

浄
光
寺
幼
稚
園
の
脇
か
ら
県
道
を
渡
り
、

少
し
右
の
路
地
を
入
り
ま
す
。
JR
武
蔵
野

線
を
立
体
交
差
で
越
え
た
と
こ
ろ
に
万
葉

植
物
園
が
あ
り
ま
す
。
万
葉
集
に
詠
ま
れ

た
植
物
を
集
め
て
い
ま
す
。
線
路
沿
い
の

階
段
を
下
れ
ば
ま
も
な
く
市
川
大
野
駅
で

す
。「
法
典
の
湯
」
へ
は
一
つ
隣
の
船
橋
法

典
駅
か
ら
徒
歩
約
５
分
の
道
の
り
で
す
。

〈
モ
デ
ル
コ
ー
ス
〉北
総
線
大
町
駅→

大
町
自

然
観
察
園→

観
賞
植
物
園→

市
川
自
然
博
物

館→

市
川
霊
園→

駒
形
大
神
社→

万
葉
植
物

園→

JR
武
蔵
野
線
市
川
大
野
駅

◎
約
２
時
間
※
休
憩
・
見
学
時
間
を
除
く

市
川
市
北
東
部
に
あ
る
大
町
公
園
は
、

南
北
約
１
km
の
細
長
い
谷
津
の
地
形
が
そ

の
ま
ま
残
る
自
然
観
察
園
を
中
心
に
、
動

植
物
園
や
自
然
博
物
館
な
ど
が
整
備
さ
れ

た
広
大
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ
ト

で
す
。
周
辺
は
梨
産
地
と
し
て
も
知
ら
れ
、

梨
園
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
自
然
観
察

園
を
出
発
し
て
「
い
ち
か
わ
景
観
100
選
」

に
選
ば
れ
て
い
る
イ
チ
ョ
ウ
並
木
や
万
葉

植
物
園
を
巡
る
コ
ー
ス
で
す
。

も
み
じ
山
の
紅
葉
。
見
ご
ろ
は
11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
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秋
色
に
染
ま
る
大
町
自
然
観
察
園

地下1500mから湧き出る天然温泉。屋外の「源泉
かけ流し風呂」が自慢です。
◆泉　　質／ナトリウム－塩化物強塩温泉
◆効　　能／神経痛、筋肉痛、関節痛、

慢性消化器病、冷え症など
◆入浴料／平日　大人 650円

子ども 350円
土・日・祝日　大人 750円

子ども 400円
※会員50円引き。3歳以下無料

◆営業時間／平日 10:00～25:00
土・日・祝日 9:00～25:00
※受付は24:00まで。年中無休

市川市柏井町1-1520 047-338-4126
http://www.rakutenchi.co.jp/sauna/

●電車の場合(片道約45分・680円)
千葉駅(JR総武線)→船橋駅(東武野田線)→新鎌ケ谷駅(北総線)→大町駅
●車の場合　京葉道路・原木ICから、県道180号→県道59号→県道9号
→国道464号を通って、約11km

〔お問合せ先〕
◆市川市観光協会 047-704-0057 http://www.posso.ne.jp/I_kankou
◆市川自然博物館 047-339-0477

http://www.city.ichikawa.chiba.jp/shisetsu/haku/
◆万葉植物園 047-337-9866

楽天地天然温泉「法典の湯」

熱
帯
植
物
や
サ
ボ
テ
ン
の
温
室
が
あ
る
観
賞

植
物
園

身近な自然をわかりやすく紹介して
いる市川自然博物館

緑に囲まれた駒形大神社拝殿万葉植物園の日本庭園

市川霊園のイチョウ並木は全長約１km 写真提供／市川自然博物館

バラ園の見ごろは
春(5、6月)と秋(10、11月)
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伊能歌舞伎保存会（成田市）

平
成
11
年
の
34
年
ぶ
り
の
復
活
旗
揚
げ
公
演

か
ら
８
年
。
忠
臣
蔵
や
弁
天
娘
女
男
白
浪
な
ど

レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
15
演
目
に
増
や
し
て
き
ま
し

た
。
11
月
の
定
期
公
演
に
向
け
て
稽
古
に
熱
が

入
り
ま
す
。

「
農
村
歌
舞
伎
」
や
「
地
芝
居
」
と
呼
ば
れ

る
民
俗
芸
能
は
江
戸
時
代
に
発
祥
し
た
と
み
ら

れ
ま
す
。
伊
能
歌
舞
伎
の
起
源
は
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
元
禄
時
代
か
ら
と
い
う
伝
承
が

あ
り
ま
す
。
地
域
の
青
年
た
ち
が
農
閑
期
に
稽

古
を
し
、
大
須
賀
神
社
の
春
の
祭
礼
で
演
じ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
全
国
各
地
で
盛
ん
だ
っ
た
農

村
歌
舞
伎
も
高
度
経
済
成
長
期
に
廃
れ
て
い
き
、

伊
能
地
区
に
伝
わ
る
芝
居
も
昭
和
40
年
を
最
後

に
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。
農
村
歌
舞
伎
は
昭
和

50
年
代
か
ら
各
地
で
復
活
が
み
ら
れ
、
現
在
は

全
国
百
数
十
か
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
県

生 生 ネき き ッ ト クーワ 49

「芝居の楽しみ伝えたい」
菅原伝授手習鑑（寺子屋の場） 写真提供／伊能歌舞伎保存会

後継者育成のため子ども歌舞伎も上演されます。演目は弁
天娘女男白浪（稲瀬川の場）で、まずは台詞の読み合せ
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information

第９回定期公演
11月18日（日）

成田市大栄公民館ホール

入場無料
★座席券は10月17日から
成田市役所生涯学習課、
大栄公民館、下総支所
で配布開始。
●お問合せ　
成田市役所生涯学習課
0476-20-1583

伊能歌舞伎保存会
080-5642-5236

内
で
は
成
田
市
と
館
山
市
の
２
か
所
だ
け
で
す
。

伊
能
歌
舞
伎
の
復
活
は
旧
大
栄

た
い
え
い

町
の
町
お
こ

し
施
策
の
一
つ
で
し
た
。
伊
能
歌
舞
伎
保
存
会

の
顧
問
で
文
学
博
士
の
景
山
正
隆
先
生
の
指
導

を
得
て
、
町
を
挙
げ
て
の
３
年
が
か
り
の
取
り

組
み
で
し
た
。
平
成
10
年
、
青
年
時
代
に
舞
台

を
踏
ん
だ
こ
と
の
あ
る
経
験
者
ら
を
集
め
て
保

存
会
が
発
足
。
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
60
、
70
代

を
中
心
に
40
人
で
す
。
農
業
や
自
営
業
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、
舞
台
に
上
が
れ

ば
立
派
な
役
者
で
す
。

稽
古
は
前
橋
の
市
川
劇
団
か
ら
２
人
の
師
匠

を
招
き
、
毎
月
４
日
間
連
続
で
、
昼
夜
２
時
間

ず
つ
。
歌
舞
伎
独
特
の
難
し
い
台
詞
ま
わ
し
は
、

稽
古
を
録
音
し
て
何
度
も
聴
く
な
ど
各
自
工
夫

し
て
練
習
し
て
い
ま
す
。
芝
居
に
不
可
欠
な
義

太
夫
、
三
味
線
、
化
粧
、
衣
装
な
ど
も
市
川
劇

団
が
担
当
し
て
、
舞
台
を
支
え
て
い
ま
す
。
ま

た
公
演
活
動
と
と
も
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が

芸
の
伝
承
で
、
後
継
者
不
足
に
悩
み
な
が
ら
も

地
域
に
再
び
灯
っ
た
芝
居
の
火
を
守
っ
て
い
ま

す
。
定
期
公
演
は
４
月
と
11
月
の
年
２
回
で
す
。

菅原伝授手習鑑・増補（松王下屋敷の場） 写真提供／伊能歌舞伎保存会

師匠は市川劇団の鶴沢蟻行
氏(上)と山畠玲子氏(左)。群
馬県内各地でも地芝居の指
導をしています

大栄公民館の舞台で奥州安達原二段目（文治住家の場）の稽古。立ち回り
の派手さはないものの、夫婦のしんみりとした台詞のやりとりが見どころ

保存会会長の根籐正昭さん。
青年の参加を心待ちにしてい
ます

参
考
文
献

『
千
葉
県
農
村
歌
舞
伎
伝
承
の
記
録
』（
大
栄
町
教
育
委
員
会
発
行
）

『
伊
能
歌
舞
伎
復
活
の
記
録
』（
大
栄
町
教
育
委
員
会
発
行
）



夷隅郡大多喜町石神14
0-1 0470-82-5558
いすみ鉄道「東総元駅」
２㎞。国道297号道の
駅「たけゆらの里」隣り
11:00～20:00
月曜日、当日が祝祭日
の場合は営業
畳８席　テーブル18席
カウンター８席
10台

千葉市中央区弁天1-34
-1 043-206-1587
http://www.hana-group.co.jp
JR千葉駅北口から徒歩
約５分
平日11:00～14:00
16:30～23:00

土曜11:00～23:00
日・祝日11:00～22:30
年中無休
25台　

●
新
鮮
魚
貝
が
豪
華
に
並
ぶ
会
席
膳

海
鮮
の
國
「
波
奈
本
店
」
（
千
葉
市
中
央
区
）

※L.O＝ラストオーダー　※料金は総額表示（消費税を含んだ価格）となります。

中
ト
ロ
、
ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
、
イ
セ
エ
ビ

な
ど
、
ど
れ
も
選
り
す
ぐ
り
の
素
材
を
使

っ
た
自
慢
の
海
鮮
料
理
の
数
々
を
広
々
と

し
た
空
間
で
ぜ
い
た
く
に
い
た
だ
け
ま

す
。
刺
身
は
上
刺
盛
り
（
２
人
前
）
３
０

０
０
円
〜
。
特
上
刺
盛
り
（
２
人
前
）
４

０
０
０
円
〜
。
こ
れ
に
イ
カ
の
姿
造
り
、

22

＝
所
在
地
　

＝
交
通
　

＝
営
業
時
間
　

お
い
し
い
時
間
⑭

大
原
産
イ
セ
エ
ビ
、
房
州
産
ア
ワ
ビ
な
ど

と
の
豪
勢
な
組
み
合
わ
せ
も
で
き
ま
す
。

料
理
人
が
技
を
尽
く
し
た
会
席
コ
ー
ス

は
、
お
１
人
様
６
３
０
０
円
〜
。
秋
か
ら

冬
に
か
け
て
は
サ
ン
マ
や
キ
ン
キ
、
フ
グ

な
ど
旬
の
魚
も
続
々
登
場
し
ま
す
。

同
店
は
慶
事
や
法
事
と
い
っ
た
フ
ォ
ー

マ
ル
な
会
食
に
も
向
い
て
い
ま
す
。

人
数
や
料
理
な
ど
気
軽
に
相
談
で
き

ま
す
。

テーブル46席、カウンタ
ー12席。ほかに人数や用
途に合わせた部屋を用意
してくれます。個室３室
（６名まで）、特別室３室
（12名まで）、大宴会場
（80名まで）があります。

●
花
木
に
包
ま
れ
た
和
風
作
り
の
そ
ば
屋

手
打
ち
そ
ば
・
う
ど
ん「
あ
を
い
」
（
夷
隅
郡
大
多
喜
町
）

そ
ば
は
手
打
ち
の
細
打
ち
麺
で
、
こ
し

と
風
味
が
自
慢
の
店
。
北
海
道
・
沼
田
産

の
そ
ば
粉
を
微
妙
な
水
加
減
で
こ
ね
上
げ

ま
す
。
長
年
の
技
と
勘
が
要
求
さ
れ
る
と

こ
ろ
。
そ
ば
粉
８
に
対
し
て
う
ど
ん
粉
２

の
い
わ
ゆ
る
二
八
そ
ば
は
喉
越
し
が
優
し

く
す
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

お
勧
め
の
一
つ
は「
鴨
南
ば
ん
せ
い
ろ
」

（
写
真
・
１
０
５
０
円
）で
、
つ
め
た
い
細

打
ち
麺
を
や
や
甘
口
の
出
し
汁
に
つ
け
て

い
た
だ
き
ま
す
。
芳
醇
な
そ
ば
の
香
り
が

口
中
に
広
が
り
ま
す
。

平
成
12
年
オ
ー
プ
ン
の
同
店
は
、
白
木

の
香
り
が
嬉
し
い
和
風
作
り
。
店
内
外
は

い
つ
も
季
節
の
花
木
で
飾
ら
れ
て
い

ま
す
。
オ
ー
ナ
ー
の
高
梨
浩
さ
ん

（
38
歳
）
の
人
柄
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

そのほかのおすすめは、
もり(525円)、ごまだれ
(840円)、天もり(1260
円)、天ざる(1365円)、
釜揚うどん(683円)、温
かい汁の鴨南ばん(1050
円)など。
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＝
定
休
日
　
　
＝
席
数
・
部
屋
数
　
　
＝
駐
車
場

お
い
し
い
時
間
⑭

佐倉市表町3-1-5
043-484-1640
JR佐倉駅北口から徒歩
約１分
11:30～15:00（L.O14:00）
17:30～22:00（L.O21:00）
月曜日（祝日の場合は翌日）
テーブル22席、カウン
ター４席、２階40席
（個室としても利用可）
５台

●
お
洒
落
な
雰
囲
気
で
い
た
だ
く
フ
レ
ン
チ

フ
ラ
ン
ス
料
理
「
シ
ェ
・
ム
ラ
」
（
佐
倉
市
）

ま
も
な
く
オ
ー
プ
ン
１
周
年
を
迎
え
る

お
店
は
フ
ラ
ン
ス
国
旗
を
掲
げ
た
目
に
つ

く
外
観
。
店
内
は
木
調
で
シ
ッ
ク
に
統
一

さ
れ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
が
ゆ
っ
た
り
流
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
洋
食
店
を
営
ん
で
き
た
父

と
と
も
に
、
厨
房
に
立
つ
の
は
若
き
料
理

長
の
村
上
雅
行
さ
ん
。
色
彩
豊
か
な
料
理

は
あ
た
か
も
白
い
皿
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描

か
れ
た
絵
画
の
よ
う
。
ラ
ン
チ
は
Ａ
コ
ー

ス
（
１
８
９
０
円
）、
Ｂ
コ
ー
ス
（
２
９

４
０
円
）、
シ
ェ
フ
お
ま
か
せ
コ
ー
ス

（
４
５
０
０
円
）
の
３
コ
ー
ス
。
オ
ー
ド

ブ
ル
、
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ス
ー
プ
、

デ
ザ
ー
ト
は
単
品
で
も
注
文
で
き
ま
す
。

デ
ィ
ナ
ー
コ
ー
ス
は
３
１
５
０
円
〜
。

ご
家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
の
会
食
に
は

２
階
の
個
室
が
お
勧
め
。

写真のオードブルは穴子
のテリーヌ（左）、メイン
ディッシュが沖縄産豚ロ
ース肉のポワレ（手前）。
内容は季節により変わり
ますが、６～８種類の中
から選べます。

木更津市東中央2-1-8
0438-23-8365
JR木更津駅東口から徒
歩約３分
11:30～14:00
17:00～23:00
月曜日
カウンタ－６席、こあ
がり８席、座席10席
３台

●
”海
の
男
“
が
に
ぎ
る
鮨

「
田
舎
鮨
」
（
木
更
津
市
）

漁
師
の
家
に
生
ま
れ
た
店
主
の
長
田
さ

ん
。
昭
和
46
年
に
木
更
津
に
店
を
構
え
て

か
ら
も
子
ど
も
の
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ

竹
岡
の
海
は
自
分
の
庭
同
然
。
実
家
か
ら

直
送
の
、
ま
た
時
に
は
自
ら
捕
っ
た
新
鮮

な
魚
貝
で
お
客
様
を
迎
え
ま
す
。
昼
の
定

食
は
店
主
お
す
す
め
の
煮
魚
定
食
９
０
０

円
（
写
真
は
カ
サ
ゴ
煮
付
、
冬
瓜
の
煮
物
、

コ
ー
ヒ
ー
ゼ
リ
ー
、
漬
物
。
季
節
に
よ
っ

て
内
容
は
変
わ
り
ま
す
）、
に
ぎ
り
寿
司

定
食
９
０
０
円
な
ど
、
ど
れ
も
千
円
未
満

で
お
得
。
夜
は
酒
肴
に
な
る
一
品
料
理
も

充
実
。
ま
た
同
店
は
千
葉
県
が
推
進
す
る

「
健
康
ち
ば
協
力
店
」
に
も
登
録
さ
れ
て

い
て
、
要
望
に
応
じ
て
栄
養
バ
ラ
ン

ス
や
調
味
料
に
気
を
配
っ
た
健
康
メ

ニ
ュ
ー
で
も
て
な
し
て
く
れ
ま
す
。

カウンター奥の生け簀
す

に
は店主自ら捕ってきた魚
貝類や木更津の地魚が見
られます。それらの魚貝
類にまつわる興味深い蘊

うん

蓄
ちく

に耳を傾けながら、楽
しい食事のひとときを。


